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公共交通サービス供給基準の導出における 

実用的改善に関する研究 

公共システム研究室 馬渕太一 

 

1.はじめに 

地方では，住民の活動の機会を保障することを

目的とした公共交通計画の策定が自治体に求め

られている．この計画には，効率的で公平なサー

ビス供給の方針を示すことが一つの課題となる

が，それに応えるためには，地区ごとの標準的な

サービス水準を示したサービス供給基準を明ら

かにすることが有効である．サービス供給基準の

導出方法は開発されているものの 1)，それを実用

に供するに当たってはいくつかの技術的な課題

がある．その一つが，目的地までの移動距離に応

じて地区を分類する作業であり，もう一つが，地

区別に導出したサービス供給基準を路線のサー

ビス水準に展開する作業である．そこで本研究で

は，これらの二つについて，理論的な手法の検討

を行うとともに，いくつかの地域を対象とした実

証的な比較分析を通して，理論的なベースを踏ま

えつつ実用に応えうるようなサービス水準の導

出方法を検討する． 

 

2.サービス供給基準の概要と実用的課題 

表 1 は既往の研究におけるサービス供給基準

の例である．買い物や通院といった外出を伴う活

動について，目的地までの「距離」と，潜在的な

利用者数の「人口」ごとに目的地までの一日当た

りの便数が記されている．以後，これをサービス

水準マトリクスと呼ぶ． 

サービス水準マトリクスの導出に際しては，

目的地までの移動距離に応じて地区を分類する．

これは，移動距離によって当該の活動の実施時間

帯が異なり，それに伴って確保すべきサービスも

異なるためである．異なる分類に属すれば確保さ

れるサービス水準も異なるため，合理的な分類が

求められる．しかし，この点についての検討は既

往の研究ではなされていない．加えて，分類の手

法についても，必ずしも簡便ではない． 

サービス水準マトリクスには，当該地区に対

するサービス水準が示される．一方で，現実のサ

ービスは路線という単位で供給する．具体的な路 

表 1 サービス供給基準の例 

 買い物 通院 

距離 

人口 

15km 

未満 

15km 

以上 

20km 

未満 

20km 

以上 

10 0 便 0 便 2 便 0 便 

20 3 便 5 便 3 便 4 便 

30 8 便 8 便 8 便 6 便 

 

線のサービス水準をマトリクスから把握するこ

とができなければ，路線のサービスの設計に反映

しえないため，サービス供給基準の意義そのもの

が損なわれる．そこで，所与のサービス水準マト

リクスに基づいた路線のサービス水準の設定手

法が必要となる．本研究ではこの作業をサービス

供給基準の「路線展開」と呼ぶ． 

 

3.分類の改善 

(1) 分類の導出方法の改善 

地区の分類に際しては，目的地までの移動距離

に関して機械的かつ暫定的に区分した地区を「個

体」とし，また，その個体のデータを活動時間分

布とした上で，個体間の類似性に基づいて分類す

る．しかし，長い距離をかけて移動する人々がそ

もそも尐ないため，目的地までの移動距離が長い

個体の活動時間分布は信頼性に欠ける． 

そこで，信頼度をその個体の移動距離に属する

人（厳密には，活動時間分布の算出に用いたサン

プル）の数で表した上で，その信頼度で重みづけ

て類似度に関する各指標を導出する．具体的には，

分類されたクラスター内での個体の類似度，クラ

スター間での類似度をそれぞれ(1), (2)式のよう

に定義した．加えて，クラスターの間には活動時

間分布の不連続な変化が生じた場合にはそれを

支持する合理的な理由がないため，活動時間分布

はクラスター間で単調性を満たすことを要請し，

それを満たす範囲で(1)式と(2)式の比率を用いて

適切な分類を導出することとした．ただし，||A(k)

－A(k+1)||は活動時間分布 A(k), A(k+1)間のユーク
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リッド平方距離，||B(p)－B(p+1)||は分類後におけ

る活動時間分布 B(p), B(p+1)間のユークリッド平

方距離，n(k)は距離区分 k における１日当たりの

平均外出回数で重み付けたサンプル数，n はサン

プル数，m はクラスター数を示している． 

 

(1) 

 

(2) 

 

 

(2) 簡便な分類手法の検討 

6 つの自治体に上記の手法を適用した結果を

表 2 に示す．全ての事例に共通して，分類は 2

分類，買い物の距離区分の境界値は 2～6km 程度

であり，また，通院の距離区分の境界値が買い物

のそれよりも大きいことがわかる．以上より，買

い物については 2～6km程度を境界値の目安とし

て，また，通院についてはそれよりも若干長い距

離区分にて，2 つに分類した場合の活動時間分布

の差が顕著となるように試行錯誤的に分類する

手法が実用的には有効と考えられる． 

 

4.路線展開 

サービス水準マトリクスの導出とは異なり，路

線展開に際しては，複数の活動に対して一つのサ

ービス水準を導出する，複数の地区からなる路線

を単位に一つのサービス水準を導出することが

求められる．一方で，サービス水準マトリクスと

して導出されたサービス水準とも整合的である

ことが要請される．そこで，サービス水準マトリ

クスで導出された地区ごとのサービス水準を確

保することを前提とした上で，複数の活動を一括

した際に，また，複数の地区を一括した際に付加

的に確保可能なサービスを求めるというアプロ

ーチをとった．その定式化を以下に示す． 

 

 (3) 

 

 (4) 

 

 (5) 

 

 

ここに，路線がカバーする地区の集合を M（番

号が小さいほど路線上では目的地から遠方にあ

るとする），保障の対象となっている活動の集合

を K，地区 i (M) の活動 k (K)に関する絶対度

数で示した活動時間分布表を pi(k)Xi(k)，演算子 

表 2 6 事例における活動別の地区分類の結果 

自治体 通院 買い物 

岩美町 {～4km, 4km～} {～2km, 2km～} 

上郡町 {～6km, 6km～} {～2km, 2km～} 

新温泉町 {～4km, 4km～} {～2km, 2km～} 

真庭市 {～14km,14km～} {～4km, 4km～} 

鳥取市 {～6km, 6km～} {～4km, 4km～} 

豊岡市 {～10km,10km～} {～6km, 6km～} 

 

図 1 路線別の運行形態別ダイヤ（江原神鍋線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  は，活動を一括した際に，ダイヤ Di(K)を所

与とした上で，それ以外に追加的に確保できるダ

イヤを算出することを意味している．t は繰り返

しのステップ数であり，さらに追加するダイヤが

どの地区にもなくなった時点の Di
*(T)が任意の地

区 i に確保されるダイヤである． 

 

5.事例分析 

兵庫県豊岡市の江原神鍋線を対象に路線展開

を行った．その結果を図 1 に示す． 

毎日運行する便は行き{9,10}帰り{11,12}とな

り，これらは全て太田～日高の区間を運行する結

果となった．また，2 日の需要を 1 日にまとめう

る隔日の運行も行う場合は，確保できる便はさら

に増える．図 1 においては，点線でそれを表して

いる．以上より，隔日運行を含めると概ね 4 往復

がこの路線に確保されることがわかった．  

 

6.おわりに 

今後は，潜在的な利用者数の算出手法を改善し，

精度の高いサービス水準を導出していきたい． 
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8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

万場　　　　 177 6km～ ～10km

東河内　　　 181 6km～ ～10km
水口　　　　 58 6km～ ～10km
稲葉　　　　 63 6km～ ～10km

万劫　　　　 65 6km～ ～10km
山田　　　　 163 6km～ ～10km
栗栖野　　　 268 6km～ ～10km
名色　　　　 313 6km～ ～10km
太田　　　　 345 6km～ ～10km
栃本　　　　 183 6km～ ～10km
山宮　　　　 347 6km～ ～10km
頃垣　　　　 166 6km～ ～10km
石井　　　　 242 6km～ ～10km
十戸　　　　 261 ～6km ～10km
庄境　　　　 184 ～6km ～10km
芝　　　　　 122 ～6km ～10km
伊府　　　　 242 ～6km ～10km
久田谷　　　 278 ～6km ～10km
道場　　　　 304 ～6km ～10km
夏栗　　　　 305 ～6km ～10km
祢布　　　　 290 ～6km ～10km
岩中　　　　 269 ～6km ～10km
江原　　　　 675 ～6km ～10km
日高　　　　 686 ～6km ～10km

人口計(人) 買物区分 通院区分
行き便時刻 帰り便時刻

毎日運行

2日に一度運行

運行形態


